
「年々歳々花相似」の言葉どおり、桜はことしも美しい花を咲かせ

ました。 しかし、いつになく早い満開の訪れに、日本の繊細で色鮮
やかな四季の移ろいが地球温暖化の影響で年々変わりつつあり、天
変地異の前ぶれではないか、と気に懸かります。

さて、 3 月 11 日で東日本大震災から 2 年が経ちました。紀南地域
では、東日本大震災、紀伊半島豪雨大水害があった2011年以降、巨
大災害にたいする不安が広がっています。きのくに活性化センター

が和歌山大学経済学部の学生と串本町で行なった住民意識調査では、
住民が南海・東南海地震などへの危機感を一段と募らせていることが、

わかりました。
国の有識者会議が公表した、南海トラフでの東海・東南海・南海

の 3 連動地震による相次ぐ被害予測は、津波による甚大な被害が予
想される、私たち紀南に暮らす住民には衝撃的な内容になっていま七
最初の公表は昨年 8 月でした。想定では最悪の場合全国で死者が

32万3千人、全壊・焼失建物238万6千棟、和歌山県の死者は紀南地
域を中心に約 8 万人と予想されています。そして、ことし 3 月の発
表では、マグニチュード9.1 の地震が起きると想定し、被害地域は40
都府県におよび、経済被害は最大220兆3千億円と試算しています。
これは東日本大震災の 10倍超、国内総生産の42%の規模となります。
和歌山県では沿岸部の 15の市と町で津波の高さが10メートルを超
え、被災直後の避難者は県人口の半分近い約45万人と予測されてい

ます。経済的被害は 9 兆 9 千億円で、阪神淡路大震災の被害額に匹
敵します。製造現場や従業員の被災で生産力は低下し、観光や商業
活動への重大な影響が見込まれています。あらゆるシュミレーショ

ンにもとづく「想定外のない被害予想」といわれる予測ですが、深刻

で驚くべき数字です。
県では、独自に被害想定を行なう検討委員会を発足させたほか、

紀南地域の各市町村でも被害を少しでも減らす減災に向けた取り組
みが地域、学校などの各レベルで始まっています。また、国も「強
靭化」政策として防災・減災につながる社会基盤の強化を掲げてい
ます。しかしながら、災害に強い防災は、まず一人ひとりの災害へ
の備えと地域力を高めることから始まります。千年に一度のいつ来
るかわからない巨大災害にどのように向き合うのか。産官学民一あ

らゆる組織、個人の参画と知恵の結集による、災害に強いコミュニ

ティの再構築に向けた地域づくりが、いま一層重要になっています。
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きのくに活性化センター
2012年度活動報告
受託事業
.~奥熊野・北山村の民俗誌 100の話で語る村の今昔』の刊行

北山村からの受託事業。『民俗誌』は「析」から「歌Jまでの14章で

構成、 1980年代から2000年までの約20年間に行なった聞き

取り調査をふまえて執筆した。 執筆者は地元や原水音さんを含

む 4人、挿絵は田辺市在住の画家虞本直子さん (Vol.16紹介)、

装丁はパリ在住のグラフィックデザイナ一太田博久氏が担当。『民

俗誌』は298頁、 2，000部印刷。

協力事業
・北山村の婚礼と祝膳料理

NPO北山じゃばら村が、かつて村の結婚式でふるまわれた「祝

い料理jを再現し、 2013年 1 月に披露した。きのくに活性化セ

ンターでは、村の新たな観光資源の発掘をめざすNPOの事業に

協力、和歌山大学経済学部の女子学生 5人が村内に住む約20

人の女性(主に大 一 ' 

正、昭和ひとケタ

生まれ)に結婚式

の様子や料理の聞

き取り調査を行な

い、報告書にまと

めた。料理は地域

づくりの料理人・

大和田遥さんが担

当した(本号p.5

で紹介)。

独自事業
.r廃校舎の利活用と地域再生j 研究会設立

過疎化と少子高齢化、市町村合併等によって増えつづけている

廃校舎を、地域づくりの拠点のひとつとして再生することを目

的に、きのくに活性化センターでは研究会の設置をめざしてい

る O その準備会(座長 生涯学習センター講師西川一弘氏)を発

足。

研究会は、きのくに活性他センター企画運営委員会委員を中心

に廃校舎の再生に取り組み人材や関心を寄せる住民らで構成す

る。 2013年度に現地調査を実施し、事例を集めて廃校舎活用

のブックレットを作成ヘ。

・串本町における南海・東南海地震に関する住民意識調査

南海・東南海から南海トラフ地震まで巨大災害が近い将来、高

い確率での発生が予測されるなかで、串本町における住民意識

調査を実施し、報告書にまとめたo 2004年から和歌山大学経

済学部生が行なってきた調査の3回目で、きのくに活性化セン

ターで活動を支援した。

調査報告Vol.3

f申本町もこおける
I輔樽 ・ 車南海地震に関する

住民意様鱒査j

却13年3月

和歌山大学事u商学務
鈴木裕範術究室

奥熊野・北山村の民俗誌
!l100の話で語-@村の今昔』

企「廃校舎の利活用と地域再生」研究会

調査報告Vol.3 串本町における南海・
東南海地震に関する住民意識調査



廃校舎の利活用と地域再生ヘ
利活用の事例集をブ、ツクレットに

談話i医院自調室皇室長西}卜弘

きのくに活性化センターでは「廃校舎の利活用と地

域再生事業J に取り組む。 事業自体は25年度からスタ

ー 卜するが、その推進母体となる研究会の準備会会

合を平成25年 1 月 25日に実施した。

センターでは以前に和歌山大学経済学部と協動して、

廃校舎の現状を調査した。本事業はこれらの貴重な

調査資料がベースとなっているが、センターのミッ

ションと照らし合わせた場合、単に研究会合やフォ

ーラムを聞き、廃校舎利活用のあり方を論ずるだけ

では意味をなさないと考える。それゆえ、準備会合

では「きのくにらししリ成果を求めるべく、議論を行

った。

議論の中では「校舎改修、維持管理の予算がかかり、

利活用が進んでいないJ r実際に活用している人やそ

の地域の思いを聞くことが大切J r活用したいけど障

害となっている事柄をしっかり分析し、その突破策

を活用事例から導く J r今後活用したい人が一歩でも

踏み出せるような発信が必要J r廃校舎問題は中山間

地域の問題のように感じるが、市街地にも統廃合に

よって廃校舎が出てきている。そのことを認識する

必要があるJなどの意見が出された。

議論を踏まえ、本事業を推進するにあたっては、

①実際に活用しているところにインタビューを実施

して、共通的な悩みや課題解決の方策を一緒に考える、

②センターの資源を活用しながら実際に活用の取り

組みにセンターとして参画し、課題に対しては共に

悩みながら解決を目指す、ことを方法としたい。そ

して最終的には、 インタビューや実践参画で得られ

た知見をブックレットなどで取りまとめて発信した

いと考えている。

前号の鈴木裕範事務局長のレポー トにもあるよ うに、

南紀熊野地域にはさまざまな廃校舎の利活用事例が

存在する。しかしながら、そのうちの 4 割は何も活

用されていない。 その中の多くは「活用したいがその

一歩が踏み出しにく Lリという思いではなかろうか。

本事業において、実際の廃校舎の利活用に参画を検

討している新宮市熊野川町の旧九重小学校は、一昨

年の紀伊半島大水害によって取り壊しが決定し予算

化されていたものが中止され、利活用が行われる希

有な事例である。 利活用を進める NPO法人山の学

校と地元の九重地域の実践に参画させていただきな

がら、今後和歌山県において増加が見込まれる廃校

舎の新しい価値、そして校舎を基軸とした「地域の息

吹」を発信していきたいと考えている。



地域をつくる女性たち④ 起きない地域が起き出じた

ふるさと龍神で取り組んだ 12年
季楽里龍神専務理事原さだ

私の住む、龍神村は近畿最大の面積を誇る田辺市の北部、和歌

山県の中央東部に位置しています。村域の70%が標高500m以上

の山地で占められ(市面積の25%)ています。日本三美人湯のひと

つである龍神温泉、県最高峰の龍神岳や護摩壇山、日高川などの

渓流釣り場など自然資源に恵まれた地域です。

生まれた時から当たり前に享受してきたこの豊かな自然が、ど

れだけ素晴らしいととなのかも知らず、龍神が大嫌いで都会に出

て戻るつもりもありませんでした。そんな私が龍神に戻り、全然

起きない地域おこしをはじめ、いつしか12年目を迎えま した。 4

月からは公共の宿「季楽里龍神」 の専務理事として常勤することに

なり、一番驚いているのは自分かもしれません。

平成13年、 I ターンの草木染め作家の女性と 2 人で、龍神を訪

れて下さるお客様に喜んでいただくにはどうしたらいいのかと、

考えはじめ、翌日年 2 月 1 日村内に住む I ターン ・ Uターン女性

6 人で 「龍神は~と」 を発足しました。「龍神の本物だけを ・ ・ ・」 を

コ ンセプ トに、まず産物市を連休や週末に始めました。 村内外で

行われるイベントで茶がゆをふるまったりというボランティアや

首都圏や京阪神での催事に出店することによ り龍神のPRに努め

てきました。

現在は、拠点施設龍神

は~との店と田辺市か ら

の指定管理で道の駅「田辺

市龍神ごまさんスカイタ

ワー」の 2 店の運営と新商

品の開発販売、企業の森

などのお弁当づく り、 各

種イベン ト への出展など

を行なっており、女性ば

かりだった仲間も、常勤

の男性も加わり 30人を超

えました。

子どもたちが誇れる地

域、女性が起業しやすい

地域にしたいと始めた地

域おこしで、結果を残さ

なければと焦る気持ちと、

理解されずに苦しんだ時

期が続きま した。しかし、

活動を続けるう ち に全国

に仲間が出来た こと 、 ま

た 、 活動を していなけれ

ばめぐり会うことの出来

なかった、各分野で活躍

されている方々 と の出会

いはうれしく刺激的なことでした。

現在は、日本三美人湯のひとつである龍神温泉での「龍神温泉

美人プログラムづくり」の一環としてすすめていた「龍神温泉美人

体操JがNHK和歌山放送局の防災体操にとりあげられたり、龍

神特産の里芋(ほいも)のブラ ン ド化による 「里芋焼酎」も 4年目を

迎え、皆さまのご協力で毎年完売させていただく など、 いろいろ

な団体と龍神を盛り上げています。龍神村国際芸術村構想も今年

で30周年を迎え世界 ト ッフクラスの芸術家の方をはじめ、多く の

芸術家が在住して下さり活気づいています。

お客様か ら 「筋金入り のスローフー ド」と称される、龍神の伝統

保存食 「柚べしj を守り伝えるこ とはもとよ り 、龍神らしいオ リ ジ

ナル商品の開発にメ ンバーたちと試行錯誤を続けていたところ 、

今春、第一回 「ひめこらぼ大賞」をいただき一層の励みになりまし

た。

龍神温泉に癒しを求めて訪れて下さるお客様に心も身体も元気

に、そして美しくなっていただける仕組みづく り を目指し、まず、

自分たちが健康で、笑ってお客様をお迎え出来るように努力してま

いりたいと思います。

龍神温泉美人体操(ごま山スカイタワー前で)



地域をつくる女性たち⑤

山村の食文化〈北山村の昭和の祝い膳を復元〉
お母さんたちのもてなし力気くばり力を学ぶ。
株式会社えんかい代表取締役社長大和田遥

和歌山県北山村、周囲を奈良県と三重県に固まれている飛び地

の村。 初めて聞いた時、さぞかし独特な文化が根づく個性的な村

なのか?喧嘩別れでもした村なのか?興味がわきました。

私は高校を卒業してから、関東で飲食業に就き、料理や飲食サ

ービスの経験を積み、 今は地域づくり・ブランドづくりの会社を

営んでいます。 飲食業でのスキルを生かした仕事がしたいと思っ

ていたところ 、 北山村で昭和20~30年代に結婚式の披露宴で振る

舞われていた「祝い膳Jの復活イベン卜で料理をプロデユースする

仕事が舞い込んできました。

皆さんは料理や普段の食事についてどんな考えをお持ちでしょ

うか?

私にとってとは、 提供する側としての仕事であったと同時に、

職業や年齢、身分に関係なく共に分かち合える喜びであると思っ

ています。 食物・食材は人と自然界の接点であり、生命力のある

食べ物を頂くことで、活き活きとした生きる力をいただきます。

地球と人の循環と調和であるとも思います。

私が地域の食に関心を持ったのは、土地の風土に合った作物や

暮らし方の工夫が地域の食をつくり、地域固有の文化を形成し、

その食文化がその地の人々を支える大切なモノだと感じたからで

す。 日本の風土や食文化の素晴らしさを、地域で伝承しているお

母さんの味、郷土の昧を実践的に学びたいと思うようになりまし

た。

「祝い膳」の再現にあたっては、村のお年寄りからお話を聞かせ

ていただき、それに基づいてお母さんたちと一緒にお料理をつく

っていきました。 サンマ寿司や昆布で巻いた寿司などの寿司料理

を基調とし 、 小鯛の塩焼きやコンニャクの白あえ、煮物、酢の物

など 8 品からなるご馳走です。

でも実際「祝い膳」を作る場面では、山村に住み続けてきた女性

たちの仕事は、東京で料理人をしてきた私には受け入れがたい点

がいくつもありました。 季節、産地問わず何でも手に入り 、 効率

化や価格競争から生まれる食に溢れた都会と、山村ならではの食

材を使うよりは村ではなかなか手に入らない海の食材を基調とし

たお祝いの献立の構成。 保存目的に多用される白砂糖や「甘く量

の多い事がおもてなし。 だから沢山つくらなア力ン」という考え

方と、「美味しいものは少しずつが心にも体にもよい。 」と教えら

れてきた私には、 この価値観の違いの折り合いをどこで付けるの

か、終始必死でした。

もちろん沢山のことを教えてもらいました。 年長者の言う事、

する事を伝承していく心。 食器の不足や作る人の不足を助け合う

近隣のつながり。女性ならではの細やかで表立たない気遣いや、

先々を見越した段取り等々 。 そして、 何よりおもてなしに「これ

くらいで、まあいいでしょ 。 」は絶対にありません。 すべてに全力

投球する姿勢。

この「祝い膳」を復活させるという仕事では、改めて地域の文化

とお母さんたちの人間力に感心し、地域に「食」で関わっていける

事に喜びを感じました。 私たちはめまぐるしい時代を生きていま

すが、北山村の文化やお母さんたちから教えてもらったことを常

に言い聞かせていきたいと思います。

さんま寿司、昆布寿司の詰め合わせ



「南海・東南海地震 心の備えはいまJ
串本町住民意識調査から見えてきたこと
和歌山大学経済学部第61期生馬場俊平

わたしたち和歌山大学経済学部学生(鈴木

ゼミナール所属)は、平成24年8 月から東

牟婁郡串本町内で「南海・東南海地震」に関

して 、 住民意識調査を行なった。 目的は、

地震や津波という巨大な自然災害に対して、

海に直接面した地域の人びとが自然災害と

どのように向き合い生活しているのかを探

ることにあった。

串本町における住民意識調査は、過去に

2004年、 2008年に行なっており、これ

が3 回目の調査となった。調査方法は、「矢

の熊J 1大島J 1大水崎J 1姫Jの 4地区を対

象に、各区長の協力を得て 1 ，000世帯にア

ンケー卜用紙を配布して 、 22の質問に答え

てもらう形式で実施し、その結果、 38%か

ら回答を得た。

わたしたちが、集計するなかで興味をも

ったのは、「意識j と「行動」の聞の草離であ

る。質問の 12011 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災は、未曽有の犠牲者と被害をも

たらしました。 この震災以降、あなたの地

震・津波にたいする意識は変わりましたか ?J

という間いにたいして、「大いに変わったJ 1変

わった」と回答した人が、「自治会や町内会

が主催する防災訓練や後援会に、 2011 年 3

月 11 日以後に参加しましたかj という質問で、

40%以上が「参加していなしりと答えている。

地震・津波にたいして不安・恐怖を感じて

いる人は、きわめて多く、災害にたいする

意識自体は変わったと自分自身で思ってい

る人が少なくないことは分かった。しかし、

災害に関して不安・恐怖を感じているにも

かかわらず、行動までには至つてないとい

う人が多いという状況が、あらわになった。

わたしたちは、今回の調査について以下

のように考えているO

住民は自分たちが災害にあうというイメ

ージがじつはなかなか出来ないということ

が最大の理由ではないだろうか。 東日本大

震災は遠く離れた土地で起きた出来事とし

きのくに活性化センターは、
以下の団体・機関で構成されています。
(2013年4月30日現在)

・田辺周辺広域市町村圏組合

・新宮周辺広域市町村圏事務組合
・田辺商工会議所
・新宮商工会議所

・紀南農業協同組合

・和歌山県
・和歌山大学・南紀熊野サテライト

て捉えられている可能性がまだまだある 。

時が経つにつれて、意識さえも低くなって

しまうかもしれない。 さらに、高齢者の中

には『この土地で死ねるなら本望。 ある意昧

では、逃げることに関して諦めている』と答

えた住民の方がいたことも理由の 1 つj にあ

げられる 。 意識と行動のギャップ。 このこ

とはわたしたち若者もふくめて、 「それはい
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いよね」といいながら 、 それが直接何かに結 l 

びっくかどうかは別問題、という意識と行

動の関係を考えさせるものでもあったが 。

今回の調査は串本町という常に災害にた

いして隣り合わせの地域で行なった。 いわ

ば、災害にたいして意識の高い場所である。

阪神・淡路大震災や東日本大震災を単なる

災害として風イじさせないためにも、 こうい

った災害意識の高い地域から、 災害対策に

ついて今後も考えてい く 必要がある。

2013年3月

和歌山大学経済学部

鈴木裕範研究室
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『串本町における南海・東南海地震に関する
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「 編集後記 司
「想定外の時代をどう生きるかJ、南海・東

南海地震と串本町の住民意識調査の第一回に

こう書いたのは、 2006年3月でした。 「想定外」

と対時するには、「洞察と備え、そして謙虚さ

が欠かせなしり。そして、災害に見舞われたあ

との時間は、どのようであるべきなのか、と。

あれから 7年の歳月が流れ、 一度ならず、未

曽有の惨事に直面してきまレた。わたレたち

は本当に学んできたのでしょうか。わたした

ちはいまどこにいるのか、と問わねばなりま

せん。 個人ち、責任を果せない企業とは?そ

して、 国家とは伺か、と。(ひ) : 

d・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園田・・・・・・・・・・・・・・・F
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